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【健康教育】
食の健康教室伝達会

年間２００回程度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【健康教育】
ヘルスメイト養成講座

９月～２月 ○

【健康教育】
ヘルスメイト卒後教室

１０月頃～予定 ○

食育推進協議会の開催 ８月 ○ ○ ○ ○

朝ラジまなざし朝ごはんプ
ロジェクトの推進

夏休み期間 ○ ○ ○ ○

【啓発・広報】
月刊ぷらざに関連記事
掲載

６月号掲載 ○ ○

【啓発・広報】
市報に関連記事掲載

１１月号掲載 ○ ○

【啓発・広報】
佐賀市ＨＰ公開

通年 ○ ○

基本目標５

心身の健康を支える
食生活の実践

食育の輪を
広める

持続可能な
食環境の整備

豊かな佐賀の
農水産物を味わう

令和４年度食育取組計画
基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４

食文化を継承し
生きる力を養う

～健康～ ～連携～ ～環境～ ～地産地消～ ～体験～

計画
（実績）

健康づくり課

・R４年度テーマ「メタボリックシンドロームを予防しよう」について
講話
・生活習慣病予防のための献立の普及
・親子クッキング「やさいのちから」
・個別栄養相談

地域の中で食生活改善の中心的な存在となるボランティア（ヘル
スメイト）を養成【※募集人数を縮小（コロナ）】

地域の中で食生活改善の中心的な存在となるボランティア
（ヘルスメイト）を養成し、スキルアップ及び行政と地域のパイプ
役としての連携を図るため、生活習慣病予防等の講話を実施

佐賀市食育推進基本計画の推進を図るため、学識経験者や食
に関わる企業、団体、行政等で情報交換や連携による取組を行
い、計画の進捗状況を確認する。

・「朝ラジ　まなざし　朝ごはん」プロジェクトのチラシを作成し、朝
ごはんレシピを掲載。小学校に配布するとともに、単位自治会で
回覧し、朝食の大切さを啓発した。
　配布期間：６月～、配布枚数２７，７００枚

・「６月は食育月間」、「毎月１日はさがん食育の日」
・ヘルスメイトの活動紹介
・メタボリックシンドロームを予防しよう
・「ブロッコリーときのこのソテー」レシピ掲載

・「１１月は食育強化月間」、「毎月１日はさがん食育の日」

・ヘルシーレシピを公開

課 取組 内容

資料２
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第3次佐賀市食育推進基本
計画概要版の配布

配布予定 〇

【啓発】
市民糖尿病教室

８月
１１月
２月

○

【健診】
１歳６か月健診

通年 ○ ○ ○

【健診】
３歳６か月健診

通年 ○ ○ ○

フッ化洗口推進事業 通年 ○ ○

乳幼児健康相談 通年 ○ ○

【講話・相談】
4～5か月セミナー

６月から通年 ○ ○

【健康相談】
健診結果説明会
（成人）

通年 ○

心身の健康を支える
食生活の実践

食育の輪を
広める

持続可能な
食環境の整備

豊かな佐賀の
農水産物を味わう

課 取組 内容
計画

（実績）

食文化を継承し
生きる力を養う

～健康～ ～連携～ ～環境～ ～地産地消～ ～体験～

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４ 基本目標５

健康づくり課

市内小学５年生に概要版を配布

・医療従事者による講演
 市民を対象に糖尿病に関する知識の普及・啓発
・糖尿病モデル食の展示、管理栄養士による食事療法指導
【※新型コロナの感染状況により変更の可能性あり】

・栄養のバランス、望ましい食生活リズムについてフードモデル、
ポスター、リーフレット等を使い指導
【集団指導中止（コロナ）】
・個別栄養指導

・「早ね、早起き、朝ごはん」「朝ごはんの大切さ」「栄養のバラン
ス」「噛むこと」「生活リズムを整えること」についてフードモデル、
ポスター、リーフレット等を使い指導
【集団指導中止（コロナ）】
・個別栄養指導

対象：保育所（園）、幼稚園
説明会の実施、専門家による指導

小学校就学前までの児を対象とし、子育て・栄養・歯磨き等につ
いて個別指導

生後４～５か月児とその保護者を対象とした子どもの生活習慣と
離乳食準備についての講話教室

健診結果をもとに、個別に生活習慣の改善など保健師や管理栄
養士が指導を行う。
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課 取組 内容
計画
（実績）

食文化を継承し
生きる力を養う

～健康～ ～連携～ ～環境～ ～地産地消～ ～体験～

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４ 基本目標５

元気アップ教室
地域版7教室
センター版23教室 〇 〇 〇

高齢者健康教育事業
150回
3000人 〇 〇 〇

生活安全課
地域連携型佐賀大学公開
講座
食品表示

９月１２日
３０名 ○

4月11日
参加人数26名 〇 〇

6月4日
参加人数11名 〇 〇

7月25日予定
参加人数25名 〇 〇

8月4日予定
参加人数15名 〇 〇

9月5日予定
参加人数47名 〇 〇

【啓発・広報】
生活情報誌への掲載

１０月or１１月号
掲載予定 〇

【啓発・広報】
メール送信による周知

12月予定
対象：佐賀市職員 〇

【啓発・広報】 通年 〇

・景品表示法、食品表示法、トレーサビリティ、食品添加物などに
ついての講義
・講師　佐賀大学経済学部　岩本諭教授

高齢福祉課

全16回の教室を通して運動器の機能向上プログラム、栄養改善
プログラム、口腔機能の向上プログラム等介護予防の観点から
効果があると認められる取り組みを、その日々の生活として定着
させる。

保健師がふれあいサロン、老人クラブになどに出向き、健康教育
を実施し介護予防の普及啓発を図る.

循環型社会推
進課

【講座】
食品ロスに関する出前講座

・神野公民館
・食品ロスについて（３０１０運動含む）

・佐賀県難聴者・中途失聴者協会
・食品ロスについて（３０１０運動含む）

・神野公民館
・食品ロスについて（３０１０運動含む）

・大詫間公民館
・食品ロスについて（３０１０運動含む）

・ホテルグランデはがくれ
・食品ロスについて（３０１０運動含む）

・佐賀市もったいない！食品ロスゼロ推進店について
（登録店舗・取り組み紹介）

・忘年会シーズンにおける宴会での３０１０運動実施の啓発のた
め、全庁宛にメールを送信

・佐賀市清掃工場２階大会議室利用者への環境啓発
　（食品ロス含む）（3010運動含む）
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課 取組 内容
計画

（実績）

食文化を継承し
生きる力を養う

～健康～ ～連携～ ～環境～ ～地産地消～ ～体験～

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４ 基本目標５

〔健康教育〕
園児への食育指導、
食育相談

随時
(R3年度は159回実
施）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〔啓発〕
食育だよりの配布

随時 ○ ○ ○ ○ ○ ○

〔講話・相談〕
子育てサロン、保護者向け
講話

随時
（R3年度は2回実施） ○ ○ ○ ○

〔講話・相談〕
子育て支援センターゆめ・
ぽけっとでの栄養相談・講
話

毎月1回 ○ ○ ○ ○

水産振興課
幼稚園・保育園・中学校給
食海苔配布事業

１２月中旬
約１５，０００人 ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会教育課
朝ラジまなざし朝ごはんプ
ロジェクトの推進

・合計８０部程配布
・全体会７月頃開催
・まなざし運動参加企
業700社程度

○ ○

・「朝ラジ　まなざし　朝ごはん」プロジェクトのチラシを青少年セン
ターの文書棚で配布
・市民総参加子ども育成運動推進委員会（全体会）にてチラシを
配布予定
・参加企業へチラシの送付

保育幼稚園課

・体の仕組み（エプロンシアター）
・正しい箸の持ち方
・赤黄緑の食品の働きについて
・よく噛んで食べる大切さについて
・朝ごはんの大切さについて

・子どもの食に関する情報提供
・各園の食育取り組み紹介

・離乳食について
・おやつの与え方
・バランスのよい食事のポイント
・離乳食相談　など

・栄養相談
・サポートママ登録講習会（年2回）
 ・離乳食講座（年２回）

市内の幼稚園・保育園に通う園児と市立中学校の生徒に今年
度、初めて採れる佐賀海苔を配布することで海苔の収穫時期の
周知と特産品である佐賀海苔の美味しさを次世代に継承してい
く。
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さがん農業サポーターイベ
ント

さがん農業サポーターに登録者の限定イベ
ントとして、りんご（２回）、じゃがいもの収穫
イベント等を計画中。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

有機農業研修
～夏野菜コース～

有機農業に興味のある市民等を対象に、夏
野菜の播種、定植、管理、収穫など一連の
作業を有機JAS認定圃場で学ぶ研修会を開
催。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

有機農業研修
～冬野菜コース～

有機農業に興味のある市民等を対象に、冬
野菜の播種、定植、管理、収穫など一連の
作業を有機JAS認定圃場で学ぶ研修会を開
催。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ほんなもんぼ体験学校

環境にやさしい農作物栽培を市民の皆さん
に理解していただくため、農薬・化学肥料を
使わない安心・安全な農作物づくりを行う、
家族向けの農業体験。市民を対象に、芋植
え付け、田植え、稲刈り等を実施。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育の輪を
広める

持続可能な
食環境の整備

豊かな佐賀の
農水産物を味わう

【実施・計画日】
全６回
（５/２９・６/２６・７/１７・９/２５・１０/１６・１
０/３０）
【参加人数】
４７名（見込み）
延べ２５０名（見込み）

課 取組

食文化を継承し
生きる力を養う

～健康～ ～連携～ ～環境～ ～地産地消～ ～体験～

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４ 基本目標５

心身の健康を支える
食生活の実践

内容
計画
（実績）

農業振興課

（りんご①）９月中旬・３０名(見込み）
（りんご②）１０月上旬・３０名（見込み）
（じゃがいも）１１月・３０名（見込み）
（みかん販売）２月中旬・４０名（見込み）
※延べ参加人数１３０名（見込み）

【実施・計画日】
５月～１０月
原則毎週土曜日の早朝
【参加人数】
２５名
延べ４００名（見込み）

【実施・計画日】
１0月～２月
原則毎週土曜日の早朝
【参加人数】
１５名（見込み）
延べ２２０名（見込み）
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課 取組

食文化を継承し
生きる力を養う

～健康～ ～連携～ ～環境～ ～地産地消～ ～体験～

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４ 基本目標５

心身の健康を支える
食生活の実践

内容
計画
（実績）

街なか体験農園
～夏野菜コース～

日頃、農業に触れる機会のない街なかにお
住まいの市民を対象に、土や自然に触れ、
どのように作物ができるかを体験してもらう
ため、夏野菜の定植～収穫作業を実施。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

街なか体験農園
～冬野菜コース～

日頃、農業に触れる機会のない街なかにお
住まいの市民を対象に、土や自然に触れ、
どのように作物ができるかを体験してもらう
ため、冬野菜の定植～収穫作業を実施。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ふるさと自慢教室

「らくがん、漬物・ピクルス作り、米粉揚げパ
ン」、「餅つき、味噌作り体験」（予定）
市内在住者を対象に行う料理教室
地産地消推進の取り組みとして、地元で採
れた農産物等を使った料理の作り方を農家
さんに教えて頂く。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業振興課

【実施日・計画日】
（第１回）５/　７・６４名
（第２回）５/２８・５８名
（第３回）７/　２・４５名
（第４回）７/２３・８５名（見込み）
（第５回）８/２０・８５名（見込み）
（第６回）９/２４・８５名（見込み）
【参加人数】
８５名
延べ４２２名（見込み）

【実施・計画日】
月１回、年６回
（１０、１１、１２、１、２、３月）
【参加人数】
４０名（見込み）
延べ２４０名（見込み）

（らくがん、漬物・ピクルス作り）７/２３・３０
名（見込み）
（餅つき・味噌作り）１２月中旬・３０名（見
込み）
※延べ参加人数６０名（見込み）
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課 取組

食文化を継承し
生きる力を養う

～健康～ ～連携～ ～環境～ ～地産地消～ ～体験～

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４ 基本目標５

心身の健康を支える
食生活の実践

内容
計画
（実績）

さがのよかとこアグリツーリ
ズム

農業体験や里山体験を通して消費者に農業
の魅力に触れてもらい、食と農業のつなが
り、農業の大切さについて考えていただく
きっかけをつくるため、北部と南部でイベント
を実施。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ひょうたん島米づくり体験

市民の農業への理解を深め、また、クリーク
の持つ豊かな自然生態系の観察や学習の
機会を提供することを目的として、佐賀市ク
リーク公園（愛称：ひょうたん島公園）で田植
え・稲刈り体験を実施。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校給食食材の地場産品
導入

・さがしてみよう！佐賀のやさいの取組み
・地場産物の導入（品目ベース）
(小学校）

通年 ○ ○ ○

　〃
ふるさと献立（郷土料理など）の実施回数
（小学校）

通年 ○ ○

学事課

農業振興課

【北部】
５月下旬：米づくり(田植え)体験
９月初旬：りんごの袋取体験
９月下旬：米づくり(稲刈り)体験
１０月中旬：ピザ焼き体験
１１月上旬：七草の種まき体験
１１月中旬：里山の野菜収穫体験
１１月下旬：地元産米と野菜で料理体験
２月中旬：椎茸菌打ち体験
２月下旬：春の山野菜体験
３月上旬：そば打ち体験
参加人数・各回１５名（見込み）
【南部】
１０月中旬：黒枝豆収穫体験
参加人数４０名（見込み）
延べ１９０名（見込み）

【実施・計画日】
（田植え）６/２５・２２名
（稲刈り）１０月下旬予定・２６名（見込み）
（収穫祭）１２月上旬予定・２６名（見込み）
【参加人数】
２６名（見込み）
延べ７４名
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公民館支援課
（3日新公民館）

趣味教養講座　パン作り

公民館支援課
（5神野公民館）

リフレッシュ講座

公民館支援課
（7嘉瀬公民館）

みそ作り講座 全８回

公民館支援課
（7嘉瀬公民館）

男性料理教室 全２回

公民館支援課
（9兵庫公民館）

成人ゼミ　テーブルマナー
講座

公民館支援課
（9兵庫公民館）

子どもゼミ　テーブルマナー
講座、パン作り体験、朝食
を作ってみよう

公民館支援課
（14金立公民
館）

大人の手作り講座　全３回

公民館支援課
（17新栄公民
館）

ママのクッキング大会

公民館支援課
（18若楠公民
館）

料理教室　全３回

公民館支援課
（20諸富町公民
館）

家庭園芸講座４回目～ブ
ロッコリーを使った料理教室
～

公民館支援課
（20諸富町公民
館）

料理教室

豊かな佐賀の
農水産物を味わう

計画
（実績）

食文化を継承し
生きる力を養う

～健康～ ～連携～ ～環境～ ～地産地消～ ～体験～

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４ 基本目標５

心身の健康を支える
食生活の実践

食育の輪を
広める

持続可能な
食環境の整備

パン作りで地域の仲間作りを行う

お菓子作り他

佐賀市産大豆を使ったみそづくり

課 取組 内容

栄養バランスを考えた男性向けの料理教室

諸富町内の飲食店のシェフから、地産地消・安心安全な料理に
ついて学ぶ

こんにゃく作り
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計画
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食文化を継承し
生きる力を養う

～健康～ ～連携～ ～環境～ ～地産地消～ ～体験～

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４ 基本目標５

心身の健康を支える
食生活の実践

食育の輪を
広める

持続可能な
食環境の整備

課 取組 内容

公民館支援課
（21春日公民
館）

料理教室　全４回

公民館支援課
（22春日北公民
館）

食育教育　全３回

公民館支援課
（22春日北公民
館）

子ども料理教室

公民館支援課
（23川上公民
館）

料理教室　全３回

公民館支援課
（23川上公民
館）

みそ作り

公民館支援課
（25富士公民
館）

つくらん場　全４回

公民館支援課
（25富士公民
館）

中高生料理教室

公民館支援課
（27南川副公民
館）

蕎麦打ち教室

公民館支援課
（28西川副公民
館）

しあわせ講座

公民館支援課
（32久保田公民
館）

食を楽しむ教室　全４回 そば打ち体験、パンづくり、こんにゃくづくり体験、漬物づくり

パン作り、健康料理、男性料理教室＆外国料理

みそ作り

料理の基本的な技術を身につけ、家事に活かす。
地域における地元住民の交流の場づくり。

中高生を対象

蕎麦打ちを通して、地域の交流を図る

かるかん、みそ、漬物などを作る
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